
提

出

者

平

岡

秀

夫

平
成
十
八
年
四
月
十
三
日
提
出

質

問

第

二

二

七

号

政
府
系
金
融
機
関
の
再
編
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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政
府
系
金
融
機
関
の
再
編
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
提
出
の
「
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
の
第
二
章
第
一
節
に
お

い
て
、
政
策
金
融
改
革
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
政
策
金
融
機
関
は
、
戦
後
の
復
興
期
や
高
度
成
長
期
、
あ
る
い
は
近
年
の

デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却
に
お
い
て
、
民
間
金
融
機
関
を
補
完
す
る
役
割
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
方
、
諸
外
国
と
比
較
し

て
規
模
が
大
き
く
、
直
接
金
融
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
政
策
金
融
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
一
定
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
改
革
に
よ
り
本
来
、
国
民
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
中
小
・
零
細
企
業
に
対
す
る

融
資
機
能
や
第
一
次
産
業
へ
の
融
資
な
ど
、
民
間
金
融
を
補
完
す
る
機
能
ま
で
無
く
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
簡
素

で
効
率
的
な
政
府
を
作
る
」
と
い
っ
た
名
目
で
の
拙
速
な
改
革
は
行
っ
て
は
な
ら
ず
、
政
策
金
融
改
革
は
慎
重
を
期
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

全
体

（
�
）

現
在
は
金
融
緩
和
期
で
ゼ
ロ
金
利
に
近
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
銀
も
地
域
に
目
が
向
い
て
お
り
大
手
銀
行

も
業
績
好
調
と
、
政
府
系
金
融
機
関
の
縮
小
を
議
論
す
る
に
は
好
環
境
の
中
に
あ
る
。
し
か
し
、
将
来
こ
の
法
案
に

一



書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
政
府
系
金
融
機
関
が
廃
止
・
縮
小
・
民
営
化
さ
れ
る
頃
に
与
信
規
模
が
適
正
に
保
た
れ
る
か

は
保
障
の
限
り
で
は
な
い
（
数
年
前
の
金
融
収
縮
の
時
期
に
こ
の
法
案
が
提
出
さ
れ
て
い
れ
ば
大
反
対
に
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
）
。
将
来
、
先
年
あ
っ
た
よ
う
な
信
用
収
縮
が
起
こ
っ
た
状
況
で
政
府
系
金
融
機
関
が
縮
小
し
て
い
れ
ば
、

ど
の
よ
う
に
そ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る
の
か
。

（
�
）

景
気
悪
化
時
に
、
民
間
金
融
機
関
が
貸
し
渋
り
や
貸
し
剥
が
し
な
ど
の
行
動
を
取
っ
た
時
な
ど
、
政
策
金
融
機
関

の
果
た
し
て
き
た
役
割
で
必
要
な
部
分
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ど
の
部
分
を
評
価
し
、
ど
の
部
分
が
悪
か
っ
た

と
反
省
す
る
の
か
。

（
�
）

政
府
系
金
融
機
関
の
果
た
し
て
き
た
役
割
を
考
え
る
と
、
財
政
資
金
の
中
で
、
年
間
千
三
百
億
円
と
い
う
金
額

（
全
廃
し
て
も
支
出
削
減
効
果
は
一
般
会
計
の
〇．
一
五
％
）
は
、
効
果
に
比
し
て
大
き
な
金
額
と
は
い
え
な
い
の

で
は
な
い
か
。

（
�
）

財
政
投
融
資
資
金
の
出
口
改
革
と
い
っ
て
も
、
郵
貯
・
簡
保
三
百
五
十
兆
円
の
う
ち
、
政
府
系
金
融
機
関
は
わ
ず

か
三
十
二
兆
円
で
あ
る
。
中
小
企
業
な
ど
に
果
た
し
て
き
た
役
割
を
考
え
る
と
こ
れ
を
な
く
す
こ
と
が
い
い
の
か
。

（
�
）

法
案
四
条
二
号
の
基
本
方
針
は
、
政
策
金
融
の
規
模
を
縮
小
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
、
実
質
的

二



な
縮
小
規
模
は
大
き
く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
�
）

「
行
政
改
革
の
重
要
方
針
」
（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
）
で
、
「
新
た
な
財
政
負
担
を
行
わ
な

い
」
と
し
て
い
る
が
、
法
案
四
条
三
号
と
の
関
係
い
か
ん
。

（
�
）

新
政
策
金
融
機
関
に
お
い
て
次
の
貸
付
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
負
担
は
ど
う
す
る
の
か
。

�

国
の
中
小
企
業
政
策
の
中
に
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
政
策
誘
導
を
目
的
と
す
る
範
囲
に
限
定
さ
れ
た
特
別
貸

付
�

民
間
中
小
金
融
機
関
で
も
採
算
上
困
難
な
零
細
・
中
小
企
業
へ
の
事
業
資
金
貸
付
（
経
営
改
善
貸
付
、
生
活
衛

生
資
金
貸
付
を
含
む
）

�

資
本
市
場
が
代
替
で
き
な
い
範
囲
に
限
っ
て
の
農
業
・
林
業
・
水
産
業
向
け
の
超
長
期
低
利
融
資

（
�
）

「
重
要
方
針
」
で
、
「
再
編
後
も
継
続
的
な
縮
小
努
力
を
行
う
」
と
し
て
い
る
が
、
法
案
五
条
六
号
と
の
関
係
い

か
ん
。

（
�
）

既
存
の
政
府
系
金
融
機
関
の
不
良
債
権
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
��
）

検
査
方
法
は
普
通
銀
行
の
例
に
よ
る
の
か
。

三



（
��
）

過
去
の
融
資
の
失
敗
に
つ
い
て
（
宮
崎
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
、
大
阪
り
ん
く
う
ゲ
ー
ト
等
）
の
評
価
は
ど
う

か
。

（
��
）

八
つ
の
機
関
を
一
つ
に
し
て
総
務
部
門
を
一
体
化
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
本
当
の
改
革
の
効
果
は
出
な
い
。
ど

の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

（
��
）

政
府
系
金
融
八
機
関
の
職
員
約
一
万
五
千
人
の
先
行
き
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
��
）

国
民
生
活
金
融
公
庫
（
五
期
連
続
債
務
超
過
）
や
中
小
企
業
金
融
公
庫
（
二
〇
〇
四
年
度
最
終
赤
字
）
は
財
務
内

容
が
悪
い
が
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

�

新
政
策
金
融
機
関

（
�
）

五
条
三
号
で
使
わ
れ
て
い
る
「
経
営
責
任
者
」
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
。

（
�
）

「
特
定
の
公
務
の
経
歴
を
有
す
る
者
が
固
定
的
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
ど
う

い
う
意
味
か
。

�

国
際
協
力
銀
行

（
�
）

円
借
款
と
融
資
は
一
体
化
し
た
機
関
で
行
っ
た
ほ
う
が
、
国
益
確
保
に
有
効
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る

四



か
。

（
�
）

円
借
款
と
融
資
は
、
同
じ
貸
付
方
式
で
あ
り
、
一
体
の
機
関
で
行
う
方
が
効
率
的
で
は
な
い
か
。
特
に
、
日
本
輸

出
入
銀
行
と
海
外
経
済
協
力
基
金
の
別
立
て
時
代
に
は
、
ど
ち
ら
が
貸
付
を
行
う
の
か
の
争
い
（
デ
マ
ケ
ー
シ
ョ

ン
）
で
、
非
効
率
な
業
務
運
営
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

（
�
）

「
重
要
方
針
」
で
も
、
「
『
中
小
零
細
、
個
人
等
の
国
内
金
融
』
と
『
国
際
金
融
』
は
お
の
ず
と
そ
の
性
格
が
違

う
」
と
し
て
お
り
、
国
際
協
力
銀
行
の
業
務
を
新
政
策
金
融
機
関
に
取
り
込
む
の
は
非
効
率
で
は
な
い
か
。

（
�
）

国
際
協
力
銀
行
の
海
外
支
店
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

（
�
）

「
重
要
方
針
」
で
示
さ
れ
た
「
戦
略
的
な
援
助
政
策
を
企
画
立
案
、
実
行
す
る
た
め
の
政
府
内
体
制
の
在
り
方
」

は
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。

�

日
本
政
策
投
資
銀
行
・
商
工
組
合
中
央
金
庫

（
�
）

「
完
全
民
営
化
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。
銀
行
法
に
基
づ
く
銀
行
か
。

（
�
）

「
経
営
の
自
主
性
を
確
保
す
る
措
置
」
と
は
、
ど
ん
な
措
置
か
。

（
�
）

「
政
府
の
出
資
」
に
つ
い
て
「
そ
の
縮
減
を
図
り
」
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
縮
減
」
を
す
る
の

五



か
。

（
�
）

「
円
滑
な
運
営
に
必
要
な
財
政
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
」
と
は
、
ど
ん
な
措
置
か
。

（
�
）

「
投
融
資
機
能
の
根
幹
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
」
と
し
て
い
る
が
、
ど
ん
な

措
置
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
「
完
全
民
営
化
」
と
矛
盾
し
な
い
か
。

（
�
）

民
営
化
後
の
資
金
調
達
手
段
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
�
）

そ
の
際
、
社
債
・
金
融
債
に
政
府
保
証
を
つ
け
る
よ
う
な
形
に
な
る
の
か
。

（
�
）

（
政
府
保
証
が
外
れ
）
調
達
金
利
が
上
が
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
目
的
の
業
務
は
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。

（
�
）

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
地
域
再
生
、
産
業
育
成
の
機
能
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

（
��
）

日
本
政
策
投
資
銀
行
に
お
け
る
中
小
企
業
向
け
融
資
（
貸
付
残
高
の
五
四
％
）
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

�

公
営
企
業
金
融
公
庫

（
�
）

政
府
の
い
う
、
新
た
な
「
仕
組
み
」
は
、
ど
ん
な
仕
組
み
か
。
個
々
の
地
方
公
共
団
体
の
リ
ス
ク
が
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
な
の
か
。

六



（
�
）

新
た
な
「
仕
組
み
」
の
た
め
に
必
要
な
財
政
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
と
は
、
ど
ん
な
措
置
か
。
新
た
な
財

政
措
置
が
必
要
と
な
る
措
置
も
含
ま
れ
る
の
か
。

�

そ
の
他

（
�
）

法
案
四
条
四
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
危
機
対
応
体
制
は
、
ど
の
よ
う
な
体
制
を
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
、
日
本

銀
行
、
預
金
保
険
機
構
な
ど
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

（
�
）

「
重
要
方
針
」
で
は
「
組
織
の
再
編
等
に
当
た
っ
て
は
、
不
要
な
も
の
は
売
却
又
は
国
庫
返
納
す
る
」
と
し
て
い

る
が
、
法
案
十
三
条
一
号
と
の
関
係
い
か
ん
。
「
政
府
の
出
資
に
係
る
も
の
」
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
区
分
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

（
�
）

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
教
育
資
金
貸
付
と
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
制
度
と
は
、
ど
ち
ら
が

優
先
す
る
の
か
。
財
政
負
担
は
、
ど
ち
ら
が
大
き
い
の
か
。

（
�
）

民
営
化
さ
れ
る
郵
貯
・
簡
保
と
政
府
系
金
融
機
関
の
改
革
と
は
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

七


